三重医学貢献賞（医学教育・社会貢献部門）
[bookmark: _GoBack]氏名（年齢） 山本幸治（60歳）
所属・職名 済生会松阪総合病院　事務部　事務部長（旧　医療技術部長）
○ 受賞の感想と今後の抱負
今回栄誉ある三重医学貢献賞（医学教育・社会貢献部門）を受賞させて頂き、関係者の方々に深謝するとともに大変光栄に思い大変感動しております。1982年に済生会松阪総合病院に就職後に約30年超音波検査学に従事させていただき、超音波検査の魅力にはまり、超音波診断の向上と発展に尽力してきたことに高い評価をしていただき本当に嬉しく感謝を申し上げます。近年はコロナ禍で積極的な活動が実践できていないですが、今後WebやYouTube Liveなどを用いて超音波塾を開催できればと考えております。技師会や地域の医師会様とも連携を行い、コロナ感染状況に応じて臨機応変に開催していきたいと思います。ご支援・ご協力のほど宜しくお願い申しあげます。今後三重県内の超音波従事者と今以上に切磋琢磨して超音波診断学の発展と社会に貢献できる事業を実践していきたいと思います。
○ 受賞テーマ
済生会松阪総合病院の臨床検査技師として特に超音波検査において、高い能力を発揮し院内のみならず三重県下の超音波検査の発展に貢献、熊本大震災時に日本臨床衛生検査技師会の一員として避難所生活あるいは車中泊の被災者の下肢静脈検査等の支援活動を行ったこと等の社会貢献
〇 医学・看護教育、医療人教育、社会貢献の分野に於いて成し遂げた顕著な業績
① 医学：肝細胞がん診断における造影超音波検査の有用性
② 医療人育成：超音波ゼミ、超音波塾の開催
③ 社会的貢献：検査と健康展での講演や無料検査の実施。超音波診断における脂肪肝の評価統一性と標準化



○ 業績の概要と将来展望
＜概要＞
1 医学：肝細胞がん診断における造影超音波検査の有用性について研究した。肝細胞がんにおける腫瘍内の血管構築を評価して血流動態について解析した。腫瘍内に流入する血管と流出する血管を把握して流出過程でリング状に染影する画像をcorona sign像として報告した。その後、肝細胞がんを診断するうえで有用な所見と評価がなされた。　
2 医療人育成：三重県各地で講演と超音波技術指導を実施した。その他に超音波ゼミ、超音波塾を開催して、地域の臨床医、研修医、臨床検査技師、診療放射線技師に超音波技術の実技指導を実施した。
3 社会的貢献：各地で開催された検査と健康展での講演や無料検査（頸動脈超音波・腹部超音波など）を行い超音波検査の有用性と健康診断の有用性を啓発してきた。超音波診断における脂肪肝の評価の統一性と標準化を実施した。
＜本業績の将来期待される点＞
1 医学：肝細胞がん診断において造影超音波検査が有用である。肝腫瘤を画像診断する場合に、放射線領域の画像診断は必須である。しかし、被爆の問題を考慮すると、造影超音波検査が一般診療でもう少し身近で簡単に実施でき診断能力が向上することが期待できる。
2 医療人育成：超音波ゼミ、超音波塾の開催。超音波検査の習得には時間を有する。　ゼミや塾を開催することで基礎学習、実技習得の研修が可能となりスキルアップすることが期待できる。
3 社会的貢献：検査と健康展での講演や無料検査の実施。超音波診断における脂肪肝の評価統一性と標準化。国民に超音波検査の有用性を知っていただくことで健康増進が期待できる。脂肪肝の評価において、各施設が統一できればどこの施設でも共有でき診断や治療効果判定ができることが期待できる。
○ 本業績における実績
①　医学：肝細胞がん診断における造影超音波検査の有用性
　論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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・造影超音波における肝細胞癌のcorona sign像について　超音波検査技術.2007;vol.32 No5:19-24
②　医療人育成
（１）超音波ゼミ開催
2006年　医師2名 三重大学医学部　2か月間(午後毎日)　町立南伊勢病院　1か月間（午後毎日）臨床検査技師　2名 三重県健康管理事業センター　1か月間(週3回)
2008年　松阪地区医師会　医師　3名　研修医　6名　1人　1か月間（毎日）
2011年　臨床検査技師　2名三重県健康管理事業センター　１か月間(週3回)　
鈴鹿医療科学大学生　4名(各1日間)　放射線技師　1名　済生会松阪総合病院　6か月
間（週2回）
2012年　鈴鹿医療科学大学生　3名(各1日間)　
2013年　鈴鹿医療科学大学生　5名(各1日間)　臨床検査技師　2名　
遠山病院　1か月間（週1回) 済生会明和病院　2か月間（週1回）
2014年　研修医　5名　1人　1か月間（毎日）　三重大学研修医　1名　1か月間（毎日）　鈴鹿医療科学大学生　5名(各1日間)　臨床検査技師　報徳病院　3か月間（週1回）　医師（松阪地区医師会）2か月間（週1回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2015年　研修医　9名　1人　1か月間（毎日）　三重大学研修医　1名　1か月間（毎日）　鈴鹿医療科学大学生　4名(各1日間)　放射線技師　
松阪地区医師会　3か月間（週1回）回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2016年　研修医　9名　1人　1か月間（毎日）　三重大学研修医　1名　1か月間（毎日）　鈴鹿医療科学大学生　4名(各1日間)　医師　三重大学乳腺外科　1年間(週1回)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017年　研修医　6名　1人　1か月間（毎日）　臨床検査技師　済生会明和病院　　3か月間（週1回）　放射線技師　松阪地区医師会　2か月間（週1回）鈴鹿医療科学大学生　4名(各1日間)　放射線技師　遠山病院　1か月間（週1回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018年　研修医　11名　1人　1か月間（毎日）放射線技師　松阪地区医師会　3か月間（週1回） 鈴鹿医療科学大学生　2名(各2日間)                                                                                             2019年　研修医　7名　1人　1か月間（毎日）鈴鹿回生病院研修医　1名　1か月間（毎日）鈴鹿医療科学大学生　2名(各2日間)      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年　研修医　7名　1人　1か月間（毎日）鈴鹿医療科学大学生　2名(各2日間)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年　研修医　6名　1人　1か月間（毎日）羽津医療センター　研修医　1名　1か月間（毎日）鈴鹿医療科学大学生　2名(各2日間)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）超音波塾の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2017年6月　第1回　参加者66名　2017年10月　第2回　参加者64名　2018年3月　第3回　参加者47名　2018年7月参加者57名　第5回　参加者67名

③社会的貢献
2007年1月21日　市民公開講座（脳卒中予防）　無料検査コーナー実施（頸動脈）
2010年1月14日　市民公開講座（消化器癌の予防
2011年3月21日　市民公開講座（乳癌の予防）
2014年3月2日 　市民公開講座（泌尿器科　老いても豊かな生活を！）                                                                                         2014年9月15日　検査と健康展　in 近鉄　講演　あなたの血管は大丈夫
2015年9月21日　検査と健康展　in 近鉄　講演　あなたの血管は大丈夫
2016年9月18日　松阪健康フェスティバル　講演　熊本DVT健診～DVTチームの発足とその活動～　
2017年6月11日　検査と健康展　in　松菱　講演　超音波検査の魅力～あなたの血管は大丈夫～                  
2017年9月17日　検査と健康展　in 近鉄　講演　超音波検査の魅力～あなたの血管は大丈夫～　




○ 略歴
学歴
昭和57年3月　国際医学総合技術学院（現在岐阜医療科学大学）臨床検査技師科卒業
平成13年4月　三重大学　大学院医学系研究科（博士課程）入学
平成17年7月　三重大学　大学院医学系研究科（博士課程）卒業

職歴、研究歴
昭和57年4月   恩賜財団社会福祉法人　済生会松阪総合病院　検査科　
平成8年5月1日　 医療技術部　検査課　主任　
平成11年4月1日　医療技術部　検査課　係長　
平成22年4月1日　医療技術部　検査課　課長（臨床検査技師長）　
平成25年4月1日　医療技術部　検査課　次長（臨床検査技師長）　
平成26年6月1日　健診センターあさひ　アドバイザー（兼務）
平成27年4月1日  医療技術部　部長（臨床検査技師長兼務）　
令和3年1月1日   事務部　事務部長　臨床検査課相談役　

○ 専門分野
臨床検査　超音波分野

○ 医学博士、専門医資格など
医学博士：平成17年7月20日 医学博士（医博　甲　第823号）学位取得
資格：臨床工学技士、超音波検査士（消化器）、血管診療技師、認定管理検査技師

